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序　文

以前に中山書店から「コツと落とし穴」と題した書物が出版された．編者もこれに一稿
を寄せた覚えがあるが，成書が触れることの少ない疾患の診断のコツ，治療にあたっての
危険性など，経験豊富な先達の知識が披露されており，読みごたえのある書物になってい
た．
さて今回の本書「耳鼻咽喉科てこずった症例のブレークスルー」は先の書物と趣きは似
ているが，いま一歩踏み込んで，いかに困難例に対処しそれを克服したかが，ベテランの
先生方の自験例に基づいて述べられている．
私たち耳鼻咽喉科医は外科医でもあるので，手術室の中だけでなく外来での外科的処置
でも予想しない危険や困難な事態に直面する．編者も外来で行なった鼓膜切開で大量の耳
出血を経験し，その対応に苦慮した経験をもつ．意欲的に医療を行おうとすれば困難例に
遭遇する頻度は当然高くなるが，それを恐れていてはよい医療は望めない．
あらためて本書に納められた原稿に目を通してみたが，稀な疾患の鑑別診断にいたる道
筋，深い洞察と綿密な配慮に基づく果敢な治療への取り組みなど，臨床医として教えられ
るところが多かった．同時に現在多くの領域で治療基準とされているEBMには収まらな
い疾患群や治療法があることも実感させられ，医療というものが統計処理だけでは済まな
い面をもつことを再確認した．
長年教職にあった関係で，編者は自験例だけでなく廻診などで多くの症例を見る機会に
恵まれたが，本書で示された 100 例に余る困難例のうち，わずかに数例のみしか類似症例
の経験をもたない．耳鼻咽喉科領域にこのような症例もあったのか，あるいはこのような
手術のアプローチがあったのかと驚くことがしばしばであった．本書が専門医を目指す研
修医はもちろん，専門医として日夜診療に携わっておられる先生方にとっても裨益すると
ころが大きな書物であると信じている．

平成 23 年 10 月

京都大学名誉教授

本庄　巖
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手術手技に起因する難聴の原因

❸に術後に起こる難聴の原因をあげた．鼓膜に
問題がある場合と伝音連鎖に問題がある場合が考
えられる．

鼓膜に再穿孔を生じ
ることは時にある．閉
鎖しない場合，再手術
を行えば一般には予後
はよい．lateral healing
はツチ骨と浅在化して
しまった鼓膜とのあい
だに連鎖が形成されな

いものである．初回手術のとき，ツチ骨柄と鼓膜
とのあいだを剥離してしまうと lateral healing が
起こる．一度浅在化してしまうと元の位置に鼓膜
が戻ることはなく，伝音連鎖の再建はこのことを
ふまえた手技が必要となる．癒着してしまった鼓
膜も，ただ剥離しただけでは再癒着する．癒着防
止膜を用いて二期的な手術も行われる．ただ，手
術を繰り返すとより癒着しやすくなるという面も
あり，手術の手技と適応は慎重でなければならない．

もう一つ聴力が改善しない原因として，コルメ
ラの問題がある．当初の場所から外れてしまった
場合，あるいは人工材料を利用した場合，軟骨で
鼓膜とのあいだを覆わないと異物であるため排出

鼓室形成術再手術例より学べること
奥野妙子

難聴の改善目的で再手術となった症例
67 歳の女性．20 年前に左耳，10 年前に右耳の

手術を地元の病院で受けた．右耳は術後耳漏が続く．

当院には難聴改善を希望して受診した．右耳は鼓膜

に小穿孔が認められる（❶）．鼓膜全体も厚さが不

均一で臍もはっきりしない．左の鼓膜は lateral 

healing でツチ骨とは離れている．聴力検査では両

耳とも混合性難聴がある（❷）．

側頭骨 CT では，右耳は中耳腔の含気はよく耳小

骨も正常の位置に認められる．左耳は後壁保存型乳

突削開術（CWU）が行われているが乳突腔は軟部

組織陰影を呈する．正常の耳小骨ではなく，鼓室後

方に骨性の陰影があるが，潜在化した鼓膜との連鎖

は認められない．前回の手術で形成したコルメラの

可能性もある．

右耳 左耳
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1．鼓膜の問題
1）鼓膜穿孔
2）lateral healing
3）鼓膜癒着

2．コルメラの問題
1）コルメラが外れた
2）コルメラの排出
3）コルメラの固着
4）耳小骨が溶けた 

❶ 耳鏡所見と側頭骨CT ❷ 初診時聴力所見

❸ �手術手技に起因する難
聴の原因
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されてしまう．感染が伴うと排出されやすくなる．
コルメラを自家骨（耳小骨，皮質骨など）で形成
した場合，周囲の骨と接していると固着すること
がある．内耳障害を起こさずに固着を切離するの
はレーザーを用いるなど，振動を与えることなし
に行う必要がある．固着を回避するためには，骨
ではなく軟骨を用いると容易に外すことができ
る．逆に感染耳ではコルメラが溶けることもある．

手術手技の選択は慎重に．再手術で困ら
ないことも考える！

まず，右耳の手術を行った（❹）．こちらのほ
うが良い予後が期待できそうだからである．鼓膜
を翻転するとツチ骨先端から外されていた．
lateral healing を避けるため筋膜を underlay して
手術を終了した．

次いで左耳の手術を行った（❺）．鼓膜は完全

に lateral healing を起こしていた．また CT では
鼓室硬化症は写らないが，アブミの周囲を囲んで
いた．層状に取り除いていくと，この原因と考え
られる骨性のコルメラがあった．CT で骨の陰影
に写っていたのはこれと考えられる．しかもアブ
ミ骨と顔面神経のあいだに挟まり，アブミの固着
を生じていた．これを取り除くことができたため，
plastipore の TORP を高くたて，この上を軟骨で
覆って浅在化した鼓膜に連鎖を形成した．

きれいな形態を保った鼓膜を浅在化させないこ
とは重要である．また，再手術を考えて手術をす
るわけではないが，軟骨によるコルメラは骨より
はるかに外しやすい．

● 	鼓膜を浅在化させないことは重要である．overlay，inlay の術式では慎重な手技が求められる．
● 	コルメラの材料もダメージを与えることなくやり直しができるものがよい．軟骨は扱いやすく，また排出されるこ
ともない．

ブレークスルーのポイント

a b

c d

a b

c d

e
❹ 右耳の手術所見　
a：術前の鼓膜．
b：小穿孔もある．
c：鼓膜がツチ骨臍よりはがれている．
d：筋膜を underlay．

❺ 左耳の手術所見
a：鼓膜は完全に lateral healing．
b：アブミの周囲に鼓室硬化症．
c：‌�核にはアブミと連鎖形成の

コルメラ．
d：‌�これを取り除くとアブミは

きれい．
e：‌�plastipore の TORP と 軟 骨

で lateralized した鼓膜まで
連鎖形成．
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